
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済部では、５月１７日に、今季の栽培が始まった「京おくら」の生育状況のほ場巡回調査を行いま

した。 

今年、近畿地方では、春先から降雨量が少ないことや夜温の低い状況など、播種後の生育が心配され

ていました。 

当日は、生産者の各ほ場の生育状況を調査しました。 

今回、生育が心配されていましたが、各ほ場とも順調に生育していることが確認されました。 

今後、生育状況の確認を重ね、出荷目合わせ会により規格の統一などを行い、市場を通じて６月下旬

頃から本格的に量販店で販売されます。 

ＪＡ京都中央 ２０２3年 6月 6日 №655 吉田 真依 

―ＴＡＣ information―  ～もったい菜漬けキャンペーン展開中～ 

５月１８日、全農京都府本部が京都駅地下街京都ポルタで運営する飲食店「みのるダイニング」で大手食品

メーカーの株式会社ミツカンが開発した食酢を利用したレシピメニューの提供が始まりました。今回、京都

市、ＪＡ京都中央、全農京都府本部が、大手食品メーカーの株式会社ミツカンと連携し、「食品ロス削減」

「野菜不足解消」「地域の消費」３つの課題を捉えて、〈京都の野菜を無駄なくおいしく食べつくす〉をコン

セプトに事業を展開しており、飲食店との連携は初となります。提供メニューは、食品ロスの削減と野菜を

無駄なく食べつくすレシピが掲載された「もったい菜漬け」リーフレットの中から、府内産農産物における

旬の時期に合わせて８月３１日までの期間中にお店で提供されます。また、ＪＡ京都中央では特産品「京お

くら」の出荷包装容器にリーフレットを封入してＰＲ活動を行うほか、メニュー提供期間に合わせ特産品の

販売促進会なども計画しています。 

「京おくら」の生育状況を確認いたしました！ 



 


